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あとはやるだけ 

高学年の子ども達は、夏休みの終了と共に、運動会に向けた下準備に入りました・・・ 

その後、各学年も練習や役割の準備に入り、学校全体が運動会モードに入りました。日中はまだまだ気

温が３５度を超える日が続き、外遊びもままにならない日が続きました。 

そのような中でも、着々と準備、練習を積み重ねてきた子ども達・・・総練習も終え、いよいよ本番。

あとはやるだけです！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者の皆様にお願い  

「当日のパフォーマンス結果が最高のできばえ」です！ 

本番に向けて、競走競技、ダンス、応援合戦などの練習に励んでいる子ども達は、自分の持っている力

で精一杯取り組んでいます。しかしながら練習をすればするほど「負けたくない」「失敗したくない」「う

まくやれるかどうか」などなど、不安な気持ちいっぱいで出番直前を迎えると思います。 

始まってしまえば、あっという間の時間で終わるのですが、ひょっとしたら“練習通りにいかなかった

という結果”になる場合もあるでしょう。しかし、自分が練習してきた力で立ち向かった「本番の取組」

の結果が最高の結果なのです。 

ですから大事なことは、「最後までやり遂げる」ことで、そのように頑張った（頑張るであろう）子ども

達をしっかり褒めてあげてください！ 

 

子ども達へ  

「精一杯のがんばりの結果を受け止めよう」 

 結団式で話したこと・・・「ようい！」の大切さ。運動会本番までの君たちが続けた練習は「ようい」の

時間でした。あとは、「ドン！」本番です。本番は一瞬です。その一瞬の後に「結果」がわかります。この

結果をしっかり受け止めることができる人に成長してください。 

 

Ｔｒｙ＆Ｅｒｒｏｒ＆Ｃｈｅｅｒ 

長子配布 

練習してきた競技が、納

得した結果になるように

頑張ることはもちろんで

すが、運動会が成功する

ための自分の仕事にも、

責任をもって取り組むこ

とが大切です。それは勝

ち負けの結果には現れな

い重要な目標です。 


